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まちのうごき
（平成3年7月末）

前年比

世帯数　1，210　（一1）
人　口　4，639人（一8）

（男）　2，241人（－2）
（女）　2，398人（一6）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



都酪

▲500年の伝統を今に伝える「こだいぢ踊り」（上之段広場で）

町
内
外
か
ら

一
万
三
千
の
人
の
波

今
年
も
五
〇
〇
年
の
伝
統
行
事

「
江
尾
十
七
夜
」
が
十
六
日
の
前

夜
祭
を
皮
切
り
に
2
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
江
尾
の
街
中
で
多

催
告
行
事
が
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
雨
の
心

配
も
を
く
、
約
一
〇
〇
の
露
店
が

並
ぶ
中
、
約
一
万
－
二
千
人
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
六
時
、
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
江
美
城
太
鼓
の
流
し
打
ち
で

ス
タ
ー
ト
。
駅
前
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
伯
蓄
天
神
ば
や
し
太
鼓
」
　
「
納

涼
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
が
行
わ
れ
、

新
町
通
り
か
ら
本
町
通
り
で
は
各

団
体
に
よ
る
「
仁
輪
加
」
が
繰
出

し
、
観
衆
の
臼
を
楽
し
ま
せ
ま
し

ト
江
美
城
太
鼓
の
流
し
打
ち

た
。午

後
八
時
半
、
上
之
段
広
場
で

「
二
だ
い
ぢ
踊
り
」
が
始
ま
り
、

九
時
に
は
久
連
山
に
　
「
十
七
夜
」

の
火
文
字
が
点
灯
。
「
納
涼
カ
ラ

オ
ケ
大
会
」
　
の
終
了
と
と
も
に
花

火
の
集
中
打
ち
上
げ
が
始
ま
る
と

踊
り
の
輪
も
広
が
り
、
祭
り
も
最

高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
江
美
神
社
境
内
で
は
下

蚊
尾
明
神
社
中
に
よ
り
　
「
荒
神
神

楽
」
が
奉
納
さ
れ
勇
壮
を
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
十
時
、
久
連
山
の
火
文
字

も
消
さ
れ
て
祭
り
も
終
り
、
過
ぎ

行
く
夏
の
夜
の
な
ご
り
を
惜
し
み

ま
し
た
。

イ船谷JlHこならべられた燵籠

Soumu
四角形

Soumu
四角形



（3）

ざやかに「伯書天神ばやし」

▲勇壮な荒神神楽（江美神社で）

雲仙火山災害深江町チャリティー

ご協力ありがとうございました。

伝統行事江尾十七夜イベント会場に

おいて、雲仙深江町チャリティーを開

催しましたところ、多数の皆様のご協

力により37，818円が集まり、8月22日

深江町長宛発送いたしました。

第247号

▲裏大山小唄のメロディーに乗り、踊りもかろやかに（前夜祭）

▲熱唱が続いたカラオケ大会

▲国際色豊かに、アン先生
も参加

▲見合って、見合って。l少年相撲大会」

▲大せいの人出でにぎわったメインストリート。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



（4）

行政だより

6月～8月

総
務

6
月
2
6
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
平
成
3
年
度
江
府
町

交
通
安
全
母
の
会
総
会
及
び
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
5

8
名
が
参
加
し
て
、
昨
年

度
事
業
の
報
告
と
今
年
度
事
業
計

▲消防ポンプ操法大会（西部地区大会）

画
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
研
修
会
で
は
溝
口
警
察

署
の
西
垣
交
通
課
長
が
、
こ
の
た

び
の
車
庫
法
の
改
正
に
つ
い
て
具

体
例
を
あ
げ
て
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
役
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
青
砥
美
智
子
（
新
道
）

副
会
長
　
加
藤
恵
美
子
（
池
の
内
）

ク
　
　
芦
立
　
邦
子
（
本
四
）

行
政
座
談
会
を

6
月
2
2
日
　
武
　
庫
部
落

6
月
2
6
日
　
美
　
用
部
落

6
月
2
8
日
　
半
の
上
部
落

8
月
1
日
　
貝
　
田
部
落

で
開
催
し
ま
し
た
。

部
落
住
民
か
ら
行
政
に
対
す
る

要
望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交

流
の
場
と
し
ま
し
た
。

7
月
7
日
、
西
部
地
区
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
が
米
子
市
で
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
第
2
分
団
が
出
場

み
ご
と
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
2
1
日
に
は
北
条
町

に
お
い
て
、
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
行
わ
れ
第
2
分
団
が

西
部
代
表
と
し
て
出
場
、
6
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
出
場
選
手

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲交通安全母の会総会

指
揮
者

一
番
員

二
番
員

三
番
員

四
番
員

補
　
欠

本塚中下矢大

高原川垣下岩

善　　秀吉憤勝
守

久　　樹正二実

同
和
対
策

7
月
1
2
日
、
東
京
で
同
和
対
策

法
的
措
置
要
望
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
来
年
3
月
末
で
失
効
と

在
る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
対
財
持
法
」

に
代
わ
る
新
し
い
法
的
措
置
の
実

現
を
め
ざ
し
て
お
こ
を
わ
れ
た
も

の
で
す
。
本
町
か
ら
も
こ
の
全
国

大
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
会

議
員
へ
の
陳
情
も
行
い
ま
し
た
。

7
月
2
7
日
か
ら
約
日
ま
で
大
山

桝
水
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
部
落
解

放
第
7
回
全
国
子
ど
も
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
2
名
が

参
加
し
て
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約

六
〇
〇
名
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

民
　
　
　
生

6
月
7
日
か
ら
今
年
度
の
住
民

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
健
診
、
結
核
検
診
、
ガ
ン
検

診
、
心
電
図
等
を
日
程
表
に
基
づ

き
各
地
区
を
巡
回
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
検
診
は
、
1
1
月
5
日

ま
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
都
合
の

良
い
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

建
　
　
　
設

6
月
1
5
日
、
1
6
日
の
2
日
間
、

鳥
取
中
和
江
府
間
の
国
道
昇
格
ア

ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
沿
線
関
係
市

町
村
と
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

江
尾
駅
前
で
出
発
式
を
行
い
、

町
内
外
か
ら
一
般
町
民
な
ど
3
8
名

が
国
道
昇
格
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
、
鳥
取
に
向
け
て
行
進
し
ま
し

た
。
佐
治
村
か
ら
も
同
時
に
ア
ピ

ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
延
べ

一
〇
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

7
月
3
0
日
及
び
8
月
1
日
、
建

設
工
事
関
係
の
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

（
①
請
負
金
額
　
②
請
負
業
者
名
）

＊
佐
川
南
地
区
テ
レ
ビ
共
聴
施
設

設
置
工
事

①
四
四
〇
万
円
②
㈱
八
興
電
気

＊
町
道
佐
川
柿
原
西
成
線
道
路
修

繕
工
事
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第247号

⑳

⑳

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
e
◎
◎

平
成
三
年
度

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

安江久夫氏
（洲河崎）

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
国
民
の
人
権
の
擁
護
と
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

8
月
2
2
日
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た

第
4
0
回
中
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
総
会
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

①
六
五
万
円
②
㈲
日
野
土
木

＊
町
道
吉
原
線
待
避
所
設
置
工
事

①
三
〇
〇
万
円
②
㈲
日
野
土
木

農
　
　
　
林

7
月
6
日
及
び
7
月
8
日
、
農

林
工
事
関
係
の
指
名
競
争
入
札
を

行
い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

（
①
請
負
金
額
　
②
請
負
業
者
名
）

＊
林
道
江
尾
俣
野
線
開
設
工
事

んにちはく姻人英語指導助手〉

（5）

ヽ■

」

アン・ウェイクフィールドです
伍me EJZαe班Ⅵ旬たe〝e勅

〈出身地〉　アメリカ合衆国、ニュ
ーヨーク州ウェルズリ

ー島
〈年　令〉1969年生れ、22歳
〈家　族〉　両親と兄
〈専　攻〉（現代）人類学

（Anthropology）

※今回2度目の来日。2年前大阪
の大学で4ケ月間短期留学。

文部省の外国人青年招致事業により江府中学

校の外国人英語指導助手として、アン・ウェイ

クフィールドさんが8月2日江府町に赴任され
ました。

ウェイクフィールドさんは来年の7月まで一

年間の予定で、江府中学校において英語指導助

手として生徒への英語指導や課外活動をどに協

力することになっています。また、一般町民を

対象にした英会話教室も9月中旬ころから開く
予定です。

ウェイクフィールドさんから町民の皆さんに

メッセージをいただいていますので紹介します。

「江府町で英語をおしえることに在りとても

ハッピーです。江府町はとてもきれいを町でみ

んな親切な人ばかりです。英語を習いたい人は

英会話教室にきてください。そして私に話しか

けてください。」

①
一
、
八
四
三
万
七
千
円

②
㈲
沢
玉
組

＊
下
蚊
屋
多
目
的
集
会
施
設
建
築

工
事

①
二
、
九
三
五
万
五
千
円

②
㈱
金
田
工
務
店

7
月
1
7
日
、
市
民
農
園
用
地
と

し
て
笠
良
原
の
土
地
購
入
契
約
を

鳥
取
県
農
業
開
発
公
社
と
行
い
ま

し
た
。
購
入
面
積
は
五
二
、
五
九

五
ポ
、
契
約
金
額
は
四
、
五
一
三

万
一
千
円
で
す
。

教
　
　
　
育

7
月
2
2
日
、
第
4
3
回
山
陰
少
年

軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
の
小
学
生

の
部
を
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場
で
行

い
ま
し
た
。

山
陰
両
県
か
ら
小
中
学
校
代
表

二
三
二
組
四
六
四
名
が
出
場
、
〓

熟
し
た
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。中

学
校
の
部
は
、
一
7
月
2
7
日
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
開
会

式
終
了
後
降
雨
の
た
め
中
止
と
在

り
ま
し
た
。

7
月
2
1
日
、
第
4
6
回
日
野
郡
民

総
合
体
育
大
会
が
日
南
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
、
九
種
目
二
四
〇
名

の
代
表
選
手
が
出
場
し
て
各
種
目

で
健
闘
、
惜
し
く
も
総
合
得
点
で

溝
口
町
に
続
き
二
位
に
終
わ
り
ま

し
た
。

恒
例
の
西
ノ
島
町
交
流
臨
海
学

校
が
今
年
も
8
月
6
日
か
ら
3
日

間
、
西
ノ
島
町
で
開
設
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
文
部
省
の
自
然
教
室
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
町
内
四
小
学
校

の
五
年
生
四
六
名
が
参
加
、
海
水

浴
等
を
通
じ
て
海
の
子
と
山
の
子

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

↓
日
野
郡
民
総
合
体
育
大
会

（
日
南
町
で
）
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ま　ち

ヽ
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第247号

今年は江尾で第田回奥大山森の音楽祭

奥
大
山
森
の
音
楽
祭
が
8
月
5

日
、
江
尾
の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
夏
に
奥
大
山
の
別
荘
で
合

宿
し
て
い
た
関
西
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

協
会
副
会
長
の
戸
上
靖
彦
さ
ん
が

地
元
住
民
と
の
交
流
を
求
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
地
元
の
若
者
集

団
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
（
浜
本

伸
介
代
表
）
が
中
心
と
な
っ
て
は

じ
め
ら
れ
た
こ
の
音
楽
祭
も
今
年

で
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
大
河
原
に
あ
る
江

尾
小
学
校
米
原
分
校
で
行
わ
れ
て▲十本のトロンボーンによる合奏（京都トロンボーングルー刀

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
じ
め
て
江

尾
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

夕
暮
れ
と
と
も
に
三
三
五
五
集

ま
り
出
し
た
観
客
は
、
開
演
の
7

時
に
は
ほ
ぼ
会
場
を
埋
め
つ
く
し

セ
ル
リ
ア
ン
・
ウ
イ
ン
ド
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
　
（
江
府
中
学
校
吹
奏
楽

部
）
の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

十
本
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
よ
る
京

都
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
の
合

奏
、
マ
リ
ン
バ
の
独
奏
、
デ
ジ
タ

ル
ホ
ー
ン
の
三
重
奏
、
そ
し
て
地

元
の
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
の
う
た
声

を
ど
、
一
流
奏
者
の
一
流
の
音
楽

が
会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

女
性
パ
ワ
ー
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

8
月
1
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
江
府
町
婦

人
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
の
七
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
｛
堀
田
典
子
会
長
）
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。こ

の
年
に
一
回
の
婦
人
の
集
い
の
様
子
を
一
人
で
も
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
会
長
の
堀
田
典
子
さ

ん
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

範
偏
団
望
衰
白

江
府
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

会
長
　
堀
　
田
　
典
　
子

堀田典子㌔

▲セルリアン・ウインド・アンサンブル

折
か
ら
の
猛
暑
の
中
、
福
田
町

長
様
を
始
め
町
議
会
議
員
様
他
大

勢
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
そ

の
上
励
ま
し
の
言
葉
を
賜
り
、
全

員
の
意
気
が
大
い
に
高
ま
り
ま
し

た
。最

初
に
基
調
講
演
と
し
て
淀
江

町
で
英
語
の
学
習
塾
を
開
き
な
が

ら
淀
江
の
石
馬
、
上
淀
廃
寺
等
の

著
述
で
有
名
を
三
好
純
一
先
生
か

ら
「
地
域
を
さ
さ
え
る
女
性
パ
ワ

t
L
と
題
し
て
講
演
を
受
け
ま
し

た
。
「
地
域
を
生
か
す
に
は
観
念

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
」
　
「
家
庭

が
楽
し
け
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
う

ま
く
い
く
」
　
「
品
物
が
あ
ふ
れ
ぜ

い
た
く
に
慣
れ
き
っ
た
現
代
、
昔

の
貧
し
か
っ
た
年
代
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
は
ず
で
あ
る
」
等
、
身

近
か
を
話
題
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ

会
場
の
雰
囲
気
も
盛
り
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第247号

続
い
て
、
し
ゆ
う
と
め
会
、
婦

人
会
の
団
体
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
下
垣
美
代
子
さ
ん
に
よ
る
し

ゆ
う
と
め
会
の
活
発
な
活
動
報
告

は
全
員
が
や
が
て
通
る
道
の
り
な

の
で
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
婦
人
会
は
福
田
昭
子
さ
ん
の

環
境
汚
染
対
策
、
ご
み
処
理
の
一

例
と
し
て
古
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を

使
っ
た
台
所
の
排
水
処
理
を
ど
、

実
例
を
あ
げ
て
の
発
表
は
説
得
力

が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
〝
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
つ
い
て
〟
と
題
し
三
つ
の
会
場

に
分
か
れ
て
の
分
散
会
。
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
の
福
祉
施
設
の
改

善
、
魚
の
住
め
る
河
川
環
境
を
守

る
下
水
道
の
設
置
、
住
宅
問
題
、

⑳

若
者
の
働
き
場
所
が
な
く
若
者
が

ど
ん
ど
ん
都
会
へ
流
出
し
町
の
平

均
年
齢
が
年
毎
に
高
く
な
り
過
疎

へ
の
道
の
り
を
早
め
て
い
る
現
状
、

地
場
産
業
の
育
成
に
よ
る
町
の
活

性
化
を
押
し
進
め
た
い
、
そ
し
て

若
者
が
リ
タ
ー
ン
し
た
く
在
る
環

境
作
り
を
し
た
い
等
、
理
想
郷
作

り
に
向
け
て
の
熱
心
な
意
見
が
続

出
し
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し

た
の
も
分
か
ら
を
い
ほ
ど
で
し
た
。

大
会
が
終
れ
ば
各
団
体
で
の
活

動
へ
と
帰
り
ま
す
が
、
こ
の
大
会

で
の
収
稽
を
糧
に
一
層
の
努
力
を

続
け
、
女
性
パ
ワ
ー
で
江
府
町
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ

て
大
会
の
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

十
　
う

▲地元小学生による記念碑の除幕

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
′

建
設
業
協
会
が
清
掃
奉
仕

7

鳥
取
県
建
設
業
協
会
日
野
支
部

で
は
7
月
2
5
日
、
郡
内
を
流
れ
る

河
川
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。江

府
町
で
も
、
町
内
の
建
設
業

6
社
が
町
内
を
流
れ
る
船
谷
川
、

小
江
犀
川
、
日
野
川
で
清
掃
奉
仕

を
行
い
ま
し
た
。

お
盆
を
前
に
川
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
今
年
初
め
て
実
施
し
た
も

の
で
、
各
会
社
か
ら
従
業
員
な
ど

約
一
二
〇
名
が
参
加
し
て
、
午
前

8
時
か
ら
作
業
を
開
始
。
2
時
間

に
わ
た
っ
て
か
ま
で
岸
辺
の
草
を

刈
っ
た
り
、
川
の
中
の
空
岳
や
ビ

ニ
ー
ル
を
ど
の
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

▲清掃奉仕（船谷川で）

8
月
2
3
日
J
R
伯
備
線
武
庫
駅

で
、
同
駅
の
開
設
三
十
周
年
記
念

行
事
が
行
わ
れ
、
地
元
関
係
者
を

ど
約
百
名
が
参
加
し
て
三
十
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

武
庫
駅
は
昭
和
3
6
年
8
月
2
3
日

に
神
奈
川
財
産
区
が
経
費
を
負
担

し
て
開
設
。
以
来
、
地
域
住
民
の

交
通
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
三
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
関
係
地
区
の
区
長
を
ど
有
志

が
集
ま
り
、
実
行
委
員
会
を
結
成

し
て
地
域
ぐ
る
み
で
記
念
行
事
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
午
前
1
1
時
か
ら
地
元

の
小
学
生
梅
林
佑
基
く
ん
（
明
倫

小
学
校
一
年
）
、
遠
藤
真
里
奈
さ
ん

（
同
二
年
）
と
石
原
忠
哉
実
行
委

員
会
会
長
が
武
庫
駅
前
に
建
て
ら

れ
た
記
念
碑
の
除
幕
を
行
い
、
続

い
て
、
午
前
1
1
時
3
0
分
の
下
り
電

車
の
乗
務
員
に
、
亀
山
鮎
美
さ
ん

（
同
二
年
）
と
田
枝
由
起
さ
ん
　
（
同

二
年
）
が
記
念
の
花
束
を
贈
り
ま

し
た
。

新
道
集
会
所
で
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
、
石
原
会
長
が
　
「
こ
の

三
十
年
間
で
武
庫
駅
の
も
た
ら
し

た
経
済
効
果
は
計
り
知
れ
を
い
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
四

十
年
、
五
十
年
と
大
切
に
育
て
て

い
こ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
祝
賀
会

を
開
い
て
、
み
ん
を
で
三
十
周
年

を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

記
念
行
事
と
し
て
名
所
案
内
板

が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
開
設
当
時

の
写
真
展
も
開
か
れ
ま
し
た
。

ト
電
車
の
乗
務
員
に
記
念
の

花
束
で
贈
呈
。

Soumu
四角形
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お知らせ

第247号

平
成
三
年
度
鳥
取
県

行
政
書
士
試
験

★
試
験
日

平
成
3
年
1
0
月
2
7
日
（
日
）

★
試
験
場
所

鳥
取
県
庁
講
堂

★
受
験
願
書
用
紙
の
交
付

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
（
米

子
市
椛
町
）
　
の
受
付
窓
口
で
直
接

交
付
を
受
け
る
か
又
は
、
郵
便
で

請
求
す
る
こ
と
。
郵
伸
の
場
合
は

封
筒
の
表
に
「
行
政
書
士
試
験
受

験
願
書
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、

6
2
円
切
手
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、
鳥
取

県
総
務
部
地
方
課
（
〒
六
八
〇
）

あ
て
請
求
す
る
こ
と
。

★
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
3
年
9
月
2
0
日
（
金
）
　
ま

で
。
（
郵
送
の
場
合
は
し
め
き
り

当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有

効。）
★
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
総
務
部
地
方
課
行
政
係

（
℡
0
8
5
7
・
2
6
・
7
0
5
6
）

全
国
一
斉
司
法
書
士

法
律
相
談
（
無
料
）

と

　

　

き
平
成
3
年
1
0
月
3
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

と
　
こ
　
ろ

共
済
福
祉
会
館
（
米
子
市
加

茂
町
二
丁
目
一
〇
一
）

相
談
内
容

登
記
、
供
託
、
訴
訟
書
類
の

作
成
等
、
司
法
書
士
の
業
務

に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
市
西
町
二
丁
目
四
一
九

鳥
取
県
司
法
書
士
会

℡
0
8
5
7
　
（
2
4
）
7
0
1
3

後
　
　
援

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

鳥取県畜産　とき‥10月12日臥13日（日）

ふれ毒い寮ところ‥西部家畜市場（岸本町）

この鳥取県畜産ふれあい祭は、畜産の技術や実情

に触れる場を提供することで、畜産に対する消費者

の理解を深めてもらおうと毎年行われています。

今年は、5年ぶりに西部家畜市場で行われること

になりました。盛りだくさんの企画、イベントが2

日間にわたり行われます。ご家族連れでお楽しみく

ださい。

く催しもの〉

「
如

高齢者交通安全旬間

（9月11～20日）

の派激過

力胡
■
』滅

l

慮
儒

ト

過
激
派
の
勢
力
は
、
約
三
一
、

〇
〇
〇
人
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
で

も
最
も
過
激
を
「
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
」

を
敢
行
し
て
い
る
の
が
中
根
派
で
、

そ
の
勢
力
は
、
約
四
、
五
〇
〇
人

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

過
激
派
は
、
昨
年
一
年
間
に
、

一
四
三
件
の
　
「
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
」

事
件
を
引
き
起
こ
し
、
一
般
市
民

を
含
む
三
人
を
殺
害
し
、
一
七
人

に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
を
ど
凶
行

の
限
り
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

過
激
派
と
は
、
革
命
の
た
め
と

称
し
て

●
無
関
係
の
人
を
殺
傷
す
る

●
放
火
を
す
る

●
爆
弾
を
仕
掛
け
る

●
迫
撃
弾
を
飛
ば
す

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
　
「
テ
ロ
・

ゲ
リ
ラ
」
を
繰
り
返
し
、
し
か
も

犯
行
後
、
自
ら
の
機
関
紙
や
報
道

関
係
に
英
雄
気
取
り
の
犯
行
声
明

Soumu
四角形
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妊娠から出産・子育てまで

⑳

⑳

9

・
五
」
か
ら
‥
・
五
▲
∴
へ
。
出
隼

率
の
低
卜
は
、
ど
う
や
ら
今
年
義
人
の

話
題
に
な
り
そ
う
で
す
。

政
府
も
企
業
も
、
な
ぜ
女
性
が
ナ
ど

も
を
産
み
た
が
ら
な
く
な
っ
た
の
か
と

評
論
・
推
論
・
対
策
論
の
盛
ん
な
こ
と
。

男
性
の
鈍
感
さ
が
た
ま
ら
な
い

な
ぜ
、
女
性
が
そ
こ
ま
で
求
め
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
か
と
い
う
と
…
…
答

え
は
単
純
な
の
で
す
。
家
庭
や
百
旧
几
は
、

い
ま
や
究
極
の
八
手
不
足
な
の
で
す
。

や
れ
、
女
性
の
晩
婚
化
の
せ
い
だ
。

育
児
手
当
を
出
そ
う
。
百
鬼
休
暇

も
…
…
な
ど
と
慌
て
ふ
た
め
い
て

い
る
の
は
男
性
、
そ
れ
も
お
じ
さ

ん
た
ち
な
の
で
す
。
当
の
女
件
た

ち
は
、
た
だ
た
だ
、
「
家
庭
・
州

産
・
育
旧
八
に
、
も
っ
と
関
心
を
も

っ
て
」
「
協
力
し
て
」
　
と
、
男
性
に

一
．
▲
い
っ
て
い
る
だ
け
な
の
に
で
す
。

男
件
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

「
付
は
偉
人
だ
。
出
産
は
、
女
件
。

に
し
か
で
き
な
い
崇
高
な
も
の
で

す
」
　
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

裏
を
返
せ
ば
、
「
男
に
は
什
事
が
あ

る
。
家
の
こ
と
は
、
女
に
ま
か
せ

て
何
が
悪
い
′
．
」
　
と
思
っ
て
い
た

男
性
の
本
旨
の
部
分
に
こ
そ
、
女

性
は
異
議
あ
り
′
・
な
の
で
す
。

家庭育児も人手不足の時代

職
場
の
八
手
不
足
に
は
、
残
業
・

日
曜
H
勤
だ
っ
て
い
と
わ
ず
、
そ

の
対
策
に
熱
中
す
る
朋
件
。
な
の

に
、
家
庭
の
な
か
の
八
手
不
足
に

は
、
「
お
ま
え
は
専
業
圭
帰
だ
ろ
う
」

の
一
言
で
か
た
す
け
て
し
ま
う
鈍

感
さ
。
そ
れ
が
女
件
に
は
た
ま
ら

な
い
の
で
す
。

人
手
が
か
か
る
出
産
や
育
児

い
ま
の
マ
マ
た
ち
は
、
す
で
に

「
長
耶
・
長
女
時
代
」
　
の
一
人
っ

r
か
二
人
っ
子
百
ち
。
ホ
イ
と
気

軽
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
兄
弟
、

親
戚
、
隣
近
所
ど
こ
ろ
か
、
実
家

の
吋
親
で
す
ら
働
き
に
で
て
い
る

か
、
遊
び
に
行
っ
て
い
る
か
で
、

手
を
貸
し
て
は
く
れ
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
出
産
や
育
旧
ル
っ
て
、
い

ま
だ
に
す
ご
く
八
手
が
か
か
り
ま
す
。

な
の
に
、
丹
親
に
な
り
た
て
の
　
〝
女
の

ト
〟
　
カ
　
た
っ
た
独
り
で
悪
戦
H
闘
し

て
い
る
だ
け
な
ん
て
…
…
。

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
つ
も
り
け
‥

猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
の
状
況
を

目
の
前
に
し
て
、
ま
だ
あ
な
た
は
、
「
頭

で
は
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
ね
。
気

持
ち
と
体
が
つ
い
て
い
か
な
く
て
」
　
な

ど
と
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
き
め
こ
む
つ

も
り
で
す
か
。
ど
ん
な
に
あ
な
た
が
ブ

キ
ッ
チ
ョ
で
も
、
猫
の
子
よ
り
は
ま
し
。

一
つ
奮
起
し
て
手
を
貸
し
て
、
奥
さ
ん

を
安
心
さ
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

1

　

0

．
っ
カそ

ん
な
あ
な
た
に
お
役
に
・
．
吐
て
る
よ

う
に
と
、
こ
の
連
巌
を
始
め
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

を
出
し
、
公
然
と
こ
れ
を
誇
示
し

て
い
る
極
め
て
反
社
会
的
を
暴
力

集
川
な
の
で
す
。

警
察
は
、
過
激
派
の
壊
滅
に
全

力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

怪
し
い
／
お
か
し
い
／
ピ
ン
と

き
た
ら
、
最
寄
り
の
駅
在
所
ま
た

は
満
目
警
察
署
（
℡
〇
八
五
九
・

六
一
一
・
〇
正
二
ま
た
は
二
〇

番
一
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
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川

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

誓熱べ

「
愛
は
地
球
を
救
う

2
4
時
間
テ
レ
ビ
」
に
参
加

国民年金

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

去
る
七
月
二
十
八
日
大
阪
の
寝

屋
川
市
で
、
愛
は
地
球
を
救
う
飢

時
間
テ
レ
ビ
協
賛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
　
「
愛
は
地
球
を
救
う
飢
時

間
テ
レ
ビ
」
は
日
本
テ
レ
ビ
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
や
全
国
か
ら
の
募
金
を
募

り
、
障
害
者
や
寝
た
き
り
老
人
の

た
め
に
入
浴
車
や
リ
フ
ト
付
き
バ

ス
を
全
国
の
福
祉
施
設
や
自
治
体

に
寄
付
す
る
も
の
で
す
。

江
府
町
特
産
品
振
興
会
で
は
こ

の
主
旨
に
賛
同
、
こ
の
協
賛
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
て
町
の

特
産
品
の
販
売
を
行
い
、
奥
大
山

チ
ロ
ル
の
里
を
大
い
に
ピ
ー
ア
ー

ル
し
ま
し
た
。

現
在
、
国
民
年
金
制
度
の
老
齢

福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

八
月
支
給
の
年
金
を
受
け
取
っ
た

ら
、
国
民
年
金
証
書
と
、
所
得
を

ど
の
申
立
書
を
住
所
地
の
市
町
村

役
場
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

向
こ
う
一
年
間
、
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
大

切
を
届
出
で
す
。

こ
の
届
出
を
し
を
い
と
、
十
二

月
以
降
の
年
金
が
受
取
れ
を
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
民
生
課
福
祉
係
ま

た
は
鳥
取
県
国
民
年
金
課
裁
定
係

（
℡
0
8
5
7
・
2
6
・
7
1
7
0
）

へ
ど
う
ぞ
。

第247号

▲チャリティーイベント

九月九日は「救急の日」
正しい救急車の利用方法

1．救急車の呼び方

救急車を呼ぶときは、ダイヤル119番を回し、次

の要領で通報してください。

（∋　交通事故です。急病人です。

（診　○○町字△△〇〇番地　××小学校の北側の○○

です。（目標を詳しく、一般の家庭であれば世帯

主の名を）

③　病人が〇〇人です。（〇〇〇をけがしています。）

（弧　私の名前は×××で、この電話の番号は○○局〇

〇〇〇〇番です。

2．救急車を利用できないもの

（D　軽い病気やケガで、緊急に搬送する必要のをい傷

病者。

（む　ケガや病気でない酔っ払い。

（卦　通常のお産で入院するときのタクシーがわり。

④　法定伝染病患者や精神障害者。
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号742第

▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
寝
た
き
り
を
防
ぐ
住
ま
い
の
安
全
づ
く
り
　
（
そ
の
1
）

質
の
高
い
長
寿
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

を
み
ん
を
で
協
力
し
て
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
と
く
に
転
倒
し
や

す
い
高
齢
者
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
お
と
し
よ
り
は
い
く

ら
注
意
し
て
も
ど
う
し
て
も
転
び

や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

①
筋
力
が
低
下
す
る
②
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
こ
と
が
へ
た
に
な
る
③
目

や
耳
の
お
と
ろ
え
が
転
び
や
す
さ

を
ま
ね
く
④
急
に
立
ち
あ
が
っ
た

と
た
ん
脳
へ
流
れ
る
血
液
の
量
が

減
っ
て
立
ち
く
ら
み
を
お
こ
し
、

転
倒
の
原
因
に
在
る
⑤
脳
卒
中
の

あ
と
の
手
足
の
ま
ひ
や
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
氏
病
に
よ
る
歩
行
障
害
が
あ

る
。
を
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
家
で
は

ど
の
様
に
工
夫
し
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
？

具
体
的
に
注
意
す
る
こ
と
と
し

て

は

…

…

（玄関）

①
玄
関
の
上
が
る
と
き
の
段
差
を

”
　
も
う
一
度
見
直
し
て
…
高
い
上
が

け
　
り
口
の
の
ぼ
り
お
り
で
よ
ろ
け
る

場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
壁
に
も

手
す
り
を
つ
け
、
床
に
し
っ
か
り

と
し
た
中
段
を
つ
け
る
と
楽
に
在

り
ま
す
。

②
く
つ
の
着
脱
の
た
め
に
イ
ス
を

置
く
…
く
つ
を
は
い
た
り
、
ぬ
い

だ
り
す
る
と
き
の
イ
ス
を
置
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
く
つ
の
着
脱
時

の
よ
ろ
け
に
も
気
を
つ
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

⑨
玄
関
マ
ッ
ト
は
し
っ
か
り
固
定

す
る
…
玄
関
マ
ッ
ト
は
動
か
な
い

よ
う
に
し
っ
か
り
と
固
志
し
ま
し

ょ
う
。
裏
面
に
は
す
べ
り
ど
め
の

工
夫
を
。

（廊下）

廊
下
に
は
物
が
置
い
て
あ
っ
た

り
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
が
乱
雑
に
脱

い
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
ほ
か
の
部

屋
に
出
入
り
す
る
戸
を
ど
が
障
害

物
に
在
り
、
あ
か
り
不
足
で
暗
か

っ
た
り
し
ま
す
。
ら
く
に
動
き
や

す
い
環
境
に
し
た
い
も
の
で
す
。

①
壁
に
．
フ
ッ
ク
や
く
ざ
な
ど
が
出

て
い
ま
せ
ん
か
…
壁
に
フ
ッ
ク
や

く
ざ
が
出
て
い
る
場
合
に
は
衣
服

に
ひ
っ
か
か
り
や
す
い
の
で
、
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
点
滅
の
ス
イ
ッ
チ
は
ど
こ
に
つ

け
て
あ
り
ま
す
か
…
ス
イ
ッ
チ
は

寝
室
か
ら
の
出
目
や
廊
卜
の
両

端
を
ど
い
く
つ
か
の
位
置
で
操
作

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
○

③
せ
ま
い
廊
下
の
戸
は
外
開
き
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
…
せ
ま
い
廊

下
に
開
き
戸
が
あ
る
場
合
は
内
開

き
か
、
で
き
た
ら
引
き
戸
に
改
造

し
ま
し
ょ
う
。
衝
突
に
よ
る
転
倒

を
さ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
廊
下
に
物
が
置
い
て
あ
り
ま
せ

ん
か
…
と
く
に
廊
下
の
暗
い
と
こ

ろ
に
は
、
絶
対
に
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
ス
リ
ッ
パ
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
…
廊
下
に
ぬ
ぎ

す
て
て
あ
る
ス
リ
ッ
パ
に
足
を
と

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ス
リ

ッ
パ
は
必
要
以
上
に
出
し
っ
ば
を

し
に
し
な
い
で
室
内
ば
き
な
ど
で

足
を
保
護
し
、
ス
リ
ッ
パ
を
や
め

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

⑥
足
も
と
が
暗
く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
…
廊
下
全
体
を
と
お
し
て
、

十
分
を
照
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
足
も
と
だ
け
で
も
明
る

く
す
る
照
明
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
中
途
の
段
差
に
も
工
夫
が
し
て

転倒しやすい場所
・廊下・浴室・寝室・居間
・トイレ・階段・玄関・路上

転倒した原因
つかまるところがなかった

物が置いてあった

すべりやすかった　時かった

せまかった　不慣れだった
段差があった

あ
り
ま
す
か
…
廊
下
の
中
途
に
小

さ
な
段
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
角

を
と
っ
た
く
さ
び
材
や
ス
ロ
ー
プ

等
の
工
夫
、
改
造
で
段
差
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て

も
段
差
が
あ
る
場
合
は
、
色
や
仕

上
げ
で
照
明
を
工
夫
し
て
、
そ
の

段
差
を
わ
か
り
や
す
く
識
別
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
個
人
的

に
対
策
を
と
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

環
境
問
題
は
高
齢
者
の
い
る
家
族

も
、
若
い
世
代
も
や
が
て
く
る
自

分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
、
み
ん
な

で
生
活
環
境
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
危

険
を
と
こ
ろ
を
と
り
の
ぞ
き
妄
心

し
て
住
め
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し

よ
ー
フ
。次

回
は
、
階
段
・
居
間
・
浴
室

・
ト
イ
レ
・
台
所
に
つ
い
て
書
き

ま
す
。
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5日園

人の動き

7月届け
（敬称略）

ありがとう

二］ご乱、まし
［

7月中寄託分

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

池
の
内
加
藤
　
　
匠
邦
樹
長
男

荒
　
田
永
井
日
香
里
達
也
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

本
田
　
　
勉

田
中
智
恵
美

小
林
　
道
夫

加
藤
美
千
恵

∵
∵

錮
銅
久
㌍
）

神

庭

一

人

神
庭
　
留
美

西
伯
郡
淀
江
町

柿
原
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

江
尾
か
ら

俣
野

西
伯
郡
大
山
町
か
ら

俣
野

京
都
市
上
京
区
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

江
尾
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

第247号

新佐本佐
一川二川

松
波
英
幸

関
内
一
民

前
田
峯
子

山
形
今
枝

3
0
歳
順
正
宅

7
4
歳
一
博
宅

8
4
歳
秀
士
宅

72
歳

安
川
純
孝
宅

ロ
香
典
返
し
と
し
て

袋
　
原
　
　
千
藤
　
　
正
　
様

（
叔
父
季
吉
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
　
松
波
　
照
正
　
様

（
長
男
英
幸
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
　
前
田
　
秀
士
　
様

（
母
峯
子
様
ご
逝
去
）

本
　
三
　
　
関
内
一
博
　
様

（
父
一
民
様
ご
逝
去
）

新
一
　
山
形
　
　
孝
　
様

（
母
今
枝
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

新
　
二
　
　
神
庭
　
末
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
　
奥
田
　
隆
範
　
梯

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
　
徳
同
　
和
哉
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
　
藤
原
　
幸
栄
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

㊤㊧㊨㊦④㊤

宅配便の

トラブル対策

便
利
で
人
気
の
あ
る
宅
配
便
で

す
が
、
「
壊
れ
て
い
た
」
　
「
予
定

日
に
届
か
を
い
」
　
「
紛
失
し
た
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
宅
配
便
を
利
用
す
る
と
き

に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
送
り
状
は
契
約
書
な
の
で
、
届

出
先
や
品
名
・
価
格
・
運
送
上

の
注
意
事
項
な
ど
を
正
確
に
記

載
し
、
荷
物
が
届
く
ま
で
大
切

に
保
管
す
る
。

●
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
は
、

直
ち
に
宅
配
便
業
者
に
申
し
出

る
。
運
輸
省
が
制
定
し
た
「
標

準
宅
配
便
約
款
」
に
基
づ
い
て

損
害
賠
償
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

業
者
に
故
意
又
は
重
大
な
過
失

が
な
け
れ
ば
、
責
任
限
度
額
（
2
0

万
円
～
4
0
万
円
）
　
の
範
囲
内
に

限
ら
れ
る
。

●
破
損
や
傷
は
、
受
け
取
り
後
2

週
間
を
過
ぎ
る
と
業
者
の
損
害

責
任
が
な
く
な
り
、
紛
失
の
場

合
は
、
1
年
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
そ
の
責
任
が
消
滅
す
る
。

●
困
っ
た
と
き
に
は
、
県
立
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
℡
0
8
5
9
・

3
4
・
2
6
4
8
）
に
相
談
す
る
。

本

一

　

書

岡

一

枝

　

様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
　
佐
藤
貴
代
美
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
　
大
岩
と
し
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
　
篠
田
　
竹
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
　
高
津
　
豊
治
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
　
筒
井
恵
美
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
　
宮
尾
美
智
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
六
月
末
累
計
額

七
六
六
、
〇
〇
〇
円

2
、
七
月
中
寄
託
額

二
二
三
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
九
〇
、
〇
〇
〇
円

快
気
祝
一
三
三
、
〇
〇
〇
円

3
、
七
月
末
累
計
額

九
八
九
、
〇
〇
〇
円

平成3年9月開設
人権、行政、心配ごと相談所
と　き　9月11日（粥

午前9時～正午
ところ　江府町山村開発センター

相談員　安江久夫人権擁護委員
野口　是人権擁護委員
法務局職員
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